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人材養成および教育研究上の目的

三つの方針（三つのポリシー）

学生の受け入れ方針
（アドミッション・ポリシー）

工学研究科情報・制御システム工学専攻において
は，人材養成の目的および教育研究上の目的のも
と，次に掲げる資質・能力を有していると認めら
れる者に，博士（工学）の学位を授与する。

学位授与方針
（ディプロマ・ポリシー）

教育課程の編成・実施方針
（カリキュラム・ポリシー）

技能

高度な専門的業務に従事するため
の基礎となる豊かな学識を有す
る。（DP1）

＜博士課程後期＞

高度な専門的業務に従事するため
に必要な高度の研究能力を有す
る。（DP2）

特別研究ならびに特論の成績・単位取得状況，特別
研究における主／副の指導教員を前にした期末報告
会における評価，論文／学会発表の件数により判断
する。（DP2）

情報処理，情報伝送，システム制御および機能デバ
イスの領域において定めたテーマに基づく研究を実
施する研究指導科目群（特別研究），ならびに関連
する専門分野とその境界分野を加えた特修科目群
（特論）を設置する。

特別研究科目においては，学生が自立的に研究テー
マに関する知識の深化を図れるよう主指導教員は指
導し，副指導教員は助言を行う。
特論においては，学生が自己の必要や関心に基づい
て知識を獲得し，広い視野や異分野視座での思考が
できるようすることを図れるよう担当教員は講義や
演習を実施する。

特別研究ならびに特論の成績・単位取得状況，特別
研究における主／副の指導教員を前にした期末報告
会における評価，論文／学会発表の件数により判断
する。（DP1）

情報処理，情報伝送，システム制御および機能デバ
イスの領域において定めたテーマに基づく研究を実
施する研究指導科目群（特別研究），ならびに関連
する専門分野とその境界分野を加えた特修科目群
（特論）を設置する。

工学研究科　情報・制御システム工学専攻

情報処理，情報伝送，システム制御および機能デバ
イスの領域において定めたテーマに基づく研究を実
施する研究指導科目群（特別研究）を設置する。

最先端の研究・開発を実施し自立
的に問題を解決する能力を有して
いる。（DP2）

態度・志向性

情報・制御システム工学専攻においては，情報処理，情報伝送，システム制御及び機能デバイスの領域において，最先端の研究・開発を行う
ことにより自立的に問題を解決する能力を有し，情報社会や基盤産業の変化に対応できる広い視野と思考力を備え，高度な専門性をもって国
際社会に貢献できる技術者および研究者を育成することを目的とする。

情報社会や産業基盤の変化に対応
できる広い視野と思考力を有して
いる。（DP1）

知識・理解

研究者あるいは技術者として自立
的に問題解決の術を探求する姿勢
を有している。（DP3）
自身の研究成果を国際的に発信す
る能力を有している。（DP4）

特別研究において，学生が最先端の研究・開発のプ
ロセスを学び，自身のテーマに設定した問題を解決
する方策を自立的に探求できるよう主指導教員の指
導し，副指導教員は助言を行う。また，研究成果の
外国語による発表の機会を設ける。

【求める学生像】
一般入試：
専門分野の十分な基礎力，独創的な発想
力，学問的な探究心などを有し，自立して
積極的に研究活動に取り組む人
社会人入試：
専門分野の十分な基礎力，独創的な発想
力，学問的な探究心などを有し，社会での
実務経験を通して抱いた問題意識を踏ま
え，自立して積極的に研究活動に取り組む
人
留学生入試：
専門分野の十分な基礎力，独創的な発想
力，学問的な探究心などを有し，グローバ
ルに活躍する意志を持ち，自立して積極的
に研究活動に取り組む人

【入学者選抜の在り方】
一般入試
・情報・制御システム工学分野の研究実施
に耐える基礎力を有しているかを英語，専
門科目，面接によって判定する。
・情報・制御システム工学分野の研究にお
いて自立的に業績をあげる発想力と探究心
を有しているかを面接によって判定する。
社会人入試
・情報・制御システム工学分野の研究実施
に耐える基礎力，ならびに同分野の研究に
おいて自立的に業績をあげる発想力と探究
心を有しているかを小論文と面接によって
判定する。
外国人留学生入試
・情報・制御システム工学分野の研究実施
に耐える基礎力を有しているかを英語，専
門科目，面接によって判定する。
・情報・制御システム工学分野の研究にお
いて自立的に業績をあげる発想力と探究心
を有しているかを面接によって判定する。
・日本語および英語コミュニケーション力
については，語学検定試験のスコア，なら
びに面接によって評価する。

特別研究における主／副の指導教員を前にした期末
報告会における評価により判断する。（DP3）
日本語および外国語による論文／学会発表の件数に
より判断する。（DP4）

工学研究科情報・制御システム工学専攻は，学位
授与方針（ディプロマ・ポリシー）を達成するた
めに，次に掲げる方針に基づき，教育課程を編
成・実施する。

工学研究科情報・制御システム工学専攻
では，学位授与方針（ディプロマ・ポリ
シー）及び教育課程の編成・実施方針
（カリキュラム・ポリシー）を踏まえ，
次に掲げる意欲と能力等を備えた学生・
社会人・留学生を受け入れる。

特別研究においては，学生が最先端の研究・開発の
プロセスを学び，テーマに設定した問題を解決する
方策を自立的に探求できるよう主指導教員は指導
し，副指導教員は助言を行う。
特論においては，学生がさまざまな分野の技法を自
身の研究に活用する礎を築けるよう担当教員は講義
や演習を実施する。

研究者あるいは技術者として独り
立ちする姿勢を持つ。（DP3）
高度な専門性をもって国際的に貢
献できる能力を有する。（DP4）


